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学

校

法

人

寸

j

日
本
文
華
学
園
、
J

口

文

凡

伊1

一
、
本
書
は
、
学
校
法
人
日
本
文
華
学
園
所
蔵
の
、
河
口
禎
太
と
そ
の
長

男
由
次
の
旧
蔵
書
目
録
で
あ
る
。

て
本
蔵
書
は
、
十
六
迄
の
番
号
の
記
さ
れ
た
検
鈍
函
(
た
だ
し
第
十
二
・

第
十
四
画
は
見
当
ら
ず
)
と
、
別
函
(
漢
貌
叢
書
)
と
に
収
納
さ
れ
て

い
る
。
上
段
の
記
載
は
そ
の
収
納
位
置
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
で
は
、
漢
籍
・
準
漢
籍
は
経
・
史
・
子
・
集
・
叢
書
の
、
図

書
は
総
記
・
宗
教
・
言
語
・
文
学
・
経
済
・
教
育
の
順
に
著
録
し
た
。

一
、
書
名
に
又
と
あ
る
の
は
同
版
本
を
示
し
、
誤
解
を
生
じ
る
虞
の
な
い

場
合
、
中
段
の
記
載
は
省
略
し
て
前
と
異
な
る
箇
所
の
み
を
記
し
た
。

一
、
書
名
は
原
則
と
し
て
本
文
巻
頭
に
よ
っ
た
が
、
図
書
に
お
い
て
は
序

庫

目

多選

大

沼

日青

日軍

題
・
目
録
題
が
内
題
に
準
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
図
絵
類
や
明
治
以

後
の
鉛
印
本
・
影
印
本
に
は
内
題
の
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
は
所

謂
タ
イ
ト
ル
頁
や
表
紙
か
ら
書
名
を
と
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
書
名

の
記
さ
れ
て
い
る
部
分
や
何
処
の
書
名
で
あ
る
か
を
(
)
内
に
注
記

し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
中
段
に
は
異
名
テ
ク
ス
ト
巻
数
著
編
者
刊
写
年
刊
写
者

注
記
等
を
記
し
た
。
校
訂
者
・
検
閲
者
は
省
略
し
た
場
合
も
多
い
。

一
、
下
段
に
は
図
書
の
大
き
さ
冊
数
を
記
し
た
。

一
、
〔
〕
は
著
録
者
の
補
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
本
書
は
電
算
写
植
に
よ
る
印
刷
と
し
た
。
字
体
は
原
則
と
し
て
現
本

通
り
で
あ
る
が
、
製
版
上
の
制
約
か
ら
、
新
旧
体
の
類
似
字
・
別
体
字

等
現
本
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
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i
左
上

右
中

ロ
左
中

学

校

法

人

町

4

日
本
文
華
学
園
、
、
{

目

S議

文

庫

口

周
易
本
義
掛
川
証

蒋
光
弼
校

薪
論
参
校

清
恵
棟
撰

享
和
二
年
刊
(
官
板
〈
江
戸

五
巻

山
城
屋
佐
兵
衛
〉
)

覆
清
〔
省
吾
堂
四
種
〕

本

日
講
録

(
周
易
本
義
上
下
経
)
二
巻
井
附
録

三
輪
田
高
房
(
明
治
二
七
年
六
月

一
八
日
|
九
月
九
日
)
講

河
口
聖
輿
録

写
(
録
者
)

上
冊
末
ニ
「
右
上
経
三
十
卦
始
於
六
月
十
八
日
終
於
七
月
二
十
/
六
日
閲
日
凡
三
十
又
九
/
甲
午
七
月
二
十
六
日
於
麹
町
有
楽

町
之
僑
居
河
口
聖
/
輿
識
是
歳
大
田
干
一
二
十
又
九
日
無
日
不
炎
熱
如
般
」

易
的
問
子
啓
蒙
通
緯

清
納
蘭
成
徳
校

杉
原
〔
心
粛
〕
(
直
養
)

二
巻
井
附
圏

宋
胡
方
平
撰

重
校

享
和
二
年
刊
弘
化
一
二
年
修
(
官
板
)
〔
後
印
〕
(
江
戸

覆
清
康
照
一
六
年
序
通
志
堂
経
解
本

出
雲
寺
寓
次
郎
)

大大仮大

綴
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m
右
下
易
撃
啓
蒙
再
孜
筆
記

5
左
上

5
左
上

5
左
上

中
叩
悌
薪
(
欽
)

自
筆
稿
ヵ
朱
校
本

四
巻

朱
「
中
邑
/
秘
書
/
之
印
」
ア
リ
、
奥
ニ
「
右
平
安
仲
先
生
協
需
所
著
世
未
有
板
本
真
為
難
/
得
而
余
亦
未
初
知
有
先
生
之
此

書
也
甲
午
秋
九
月
念
/
三
日
過
東
京
浅
草
書
臨
時
偶
か
見
之
乃
投
二
十
五
銭
/
而
購
遂
賓
而
蔵
之
易
所
謂
有
慎
自
天
者
也
/
甲
午

秋
九
月
念
三
夜

河
口
聖
輿
異
侯
/
書
於
麹
町
之
寓
」
ト

易
典
子
啓
蒙
園
説

(
叙
)
井
附
録

馬
場
信
武

明
治
二
二
i
二
三
年
五
月
写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

元
職
二
二
年
人
日
沼
波

理
元
刊
本

非
易
皐
啓
蒙

〔
水
谷
雄
琴
〕
(
源
君
龍
)

明
治
二
七
年
八
月
写
(
河
口
聖
輿
)

右
非
啓
蒙
一
冊
危
行
先
生
得
之
於
大
坂
書
捧
聖
奥
/
従
子
先
生
得
借
覧
終
抄
寓
一
本
/
甲
午
八
月
八
日
起
筆
十
六
日
成
/
東
京

有
楽
町
僑
居

河
口
聖
輿
異
侯

易
問
学
啓
蒙
纂
略

四
巻
巻
首
一
巻
金
〔
子
霜
山
〕
(
滑
民
)

明
治
二
七
年
六
月
写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

歳
在
甲
午
夏
於
東
京
麹
町
之
寓
謄
寓
起
筆
於
六
月
三
日
終
於
十
七
日
同
月
二
十
三
日
夜
校
合
終

大大大
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日
右
中

1
左
上

3
左
中

叩
右
下

2
右
下

同
右
下

梁
山
来
知
徳
先
生
易
経
集
註

易
経
家
引

易
漢
撃

易
道
援
乱

金
援
先
生
易
学
排
疑

易
問
学
開
物

一
六
巻
首
一
巻
易
皐
六
十
四
卦
啓
蒙
一
巻
明
来
知
徳
撰
清
程
畢
校

清
康
照
二
七
年
一
一
月
序
刊
(
蹟
陵
書
院
)
覆
明
寓
暦
三
九
年
二
月
序

刊

本

間

入

二
四
巻
明
察
清

〔
江
戸
前
期
〕
刊
寛
文
九
年
九
月
印
(
〔
京
〕

刊
本

野
田
庄
右
衛
門
)
覆
明

八
巻
清
恵
棟
撰

〔
清
〕
刊
(
畢
一
祝
)

畢
一
抗
校

太
宰
〔
春
牽
〕
(
純
)

写(
易
皐
排
疑
)
〔
井
上
〕
金
袈
撰

写
(
河
口
聖
典
)

原
〔
狂
粛
〕
(
公
逸
)
校

二
巻

写

皆
川
〔
洪
闘
〕
(
思
)

唐
大

大唐
大

大{反半大

。UY 
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2
左
上

5
左
上

3
右
上

日
左
中

ロ
左
中

東
莱
呂
氏
周
易
音
訓

宋
呂
〔
祖
謙
〕
編

(
周
易
音
訓
)
二
巻
書
集
停
音
糟
六
巻
首
一
巻

真
卿
補
王
辛
曳
録
(
書
)
元
郵
季
友
撰
昌
谷
精
渓
(
碩
)
校

弘
化
四
年
刊
(
日
田
谷
氏
精
漢
文
房
裁
板
〈
江
戸

五
臨
時
〉
)

冗
董

和
泉
屋
半
兵
衛
等
四
都

書
停
纂
要

六
巻

金
〔
子
霜
山
〕
(
済
民
)

明
治
二
八
年
二
月
写
(
河
口
聖
典
)

明
治
二
十
八
年
二
月
五
日
起
筆
二
十
八
日
夜
二
時
前
十
八
/
分
卒
業
時
炉
火
全
熔
夜
寒
泌
骨
河
口
聖
輿
書
於
東
京
麹
町
/
栖
岸

院
東
房
/
是
月
九
日
児
錫
馬
残
十
九
日
初
接
計
音
悲
痛
不
自
禁
此
編
/
第
五
巻
以
下
執
筆
殊
傭
聖
輿
又
識

尚
童
日
後
案

三
O
巻
附
尚
書
後
排

清
王
鳴
盛

清
乾
隆
四
五
年
秋
刊
(
東
呉

王
氏
瞳
堂
戴
版
)

補
写
ア
リ

毛
詩

〔
鄭
婆
〕

二
O
巻
井
詩
譜

漢
毛
〔
亨
〕
停

鄭
〔
玄
〕
筆
井
譜

寛
延
二
年
春
刊
(
京

風
月
荘
左
衛
門
等
三
摩
)

詩

〔
集
停
通
緯
〕

冗
劉
珪

二
O
巻

嘉
永
三
年
刊
(
官
板
)

覆
文
政
二
二
年
覆
清
刊
本

中大唐
大

大大

--'-
/、

--'-
ノ、人
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5
左
上

右
中

ロ
左
上

ロ
右
中

日
右
上

日
右
上

詩
惇
纂
要

四
巻

金
〔
子
霜
山
〕
(
滑
民
)

明
治
二
八
年
四
月
五
月
写
(
〔
河
口
〕
聖
典
)

(
三
)
乙
未
四
月
念
七
日
於
麹
坊
栖
岸
院
東
房
(
四
)
乙
未
五
月
念
二
卒
業
於
有
柴
町
僑
居
聖
輿

毛
詩
名
物
園
説

九

巻

北

篠

崎

明

堂

校

文
化
五
年
刊
(
養
真
堂
裁
板
〈
江
戸

須
原
屋
善
五
郎
〉
)

清
徐
鼎
編

小
野
蘭
山
和
名

宮
商
閣
堀
野
屋
儀
助
・
賓
翰
堂

覆
清
乾
隆
三
六
年
一
月
序
刊
本

韓
詩
外
停

一
O
巻

漢
韓
嬰

〔
賓
暦
九
年
〕
刊
〔
後
印
〕
(
京

月
序
刊
本

覆
明
嘉
靖
一
八
年
八

勝
村
治
右
衛
門
)

周
櫨

漢
鄭
玄
注

明
金
幡
・
葛
高
校

四
二
巻

寛
延
二
年
一
月
刊

覆
清
永
懐
堂
刊
本

明
治
一
一
一
年
修
(
大
坂

文
海
堂
敦
賀
屋
九
兵
衛
)

儀
穂

〔
鄭
注
〕

漢
鄭
玄
注

河
〔
野
恕
粛
〕
(
子
龍
)
校

賓
暦
一
三
年
四
月
刊
(
京

一
七
巻

山
田
三
良
兵
衛
・
山
本
平
左
衛
門
)

又

菅
原
在
家
序
ナ
シ
、
前
者
間
加
セ
シ
ナ
ラ
ム

大大仮大大大大

四古田
川λ五
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F七五五



日
右
上

2
左
上

日
右
上

2
左
上

ロ
左
中

3
右
下

櫨
記

二
O
巻

漢
鄭
〔
玄
〕
注

賀
島
矩
直
結

賓
暦
九
年
五
月
修
(
京

風
月
荘
左
衛
門
等
三
躍
)

〔
寛
延
二
年
〕
刊

櫨
記

〔
集
説
〕

一
O
巻
(
巻
七
欠
・
巻
二
第
一
丁
欠
)
元
陳
措

〔

民

園

〕

刊

(

上

海

石

印

千
頃
堂
書
局
)

謹
記
集
説

(
政
櫨
記
集
註
)
三

O
巻

〔
寛
文
四
年
九
月
〕
刊

元
陳
措
撰
〔
松
永
〕
昌
易
首
書

享
保
九
年
一
月
印
(
京
今
村
八
兵
衛
)
上
下

切
裁

讃
櫨
志
疑

(
讃
朱
随
筆
)
六
巻
清
陸
離
其
撰
張
伯
行
校

清
康
照
四
七
年
五
月
序
刊
(
格
城
張
氏
正
誼
堂
戴
板
)

大
戴
櫨
記

一
三
巻
旧
題
漢
戴
徳
撰
後
周
慮
騨
注

文
化
一
四
年
刊
(
官
板
)
覆
清
乾
隆
四
二
年
六
月
序
武
英
殿
緊
珍
版

大
戴
櫨
記
補
注

(
葬
軒
孔
氏
所
著
書
巻
二
ニ
l
二
六
)
一
三
巻
首
一
巻

清
嘉
慶
五
年
刊
末
ニ
「
乾
隆
甲
寅
弟
贋
廉
校
刊
」

清
孔
贋
森

大唐
中

大唐
大

大唐
大

。一六 九
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ロ
左
下

2
左
中

日
右
上

日
左
上

ロ
左
下

日
左
下

新
定
三
種
園

宋
請
崇
義
集
注

清
納
蘭
成
徳
校

菊
池
南
陽
(
武
慎
)
勲

覆
賓
暦
一

二
O
巻

寛
政
二
年
八
月
刊
(
江
戸
崇
文
堂
前
川
六
左
衛
門
)

九
月
刊
覆
清
康
配
二
五
年
序
通
志
堂
経
解
本

春
秋
左
停

明
孫
〔
鎮
〕
批
知

菅
社
〔
預
〕
注

関
象
泰
等
編

一
五
巻

明
寓
暦
四
四
年
八
月
序
刊
(
呉
興

間
帯
恨
)

朱
墨
套
印

春
秋
左
氏
停
校
本

二一

O
巻
附
釈
文

唐
陸
(
徳
明
〕
音

秦
〔
槍
浪
〕
(
鼎
)
編

菅
杜
預
撰

秦
〔
松
洲
〕
(
毒
)
・
村
瀬
〔
石
庵
〕
(
講
輔
)
校

明
治
一
七
年
四
月
刊
(
五
刻

校

大
坂

松
村
九
兵
衛
等
一
五
揮
)

春
秋
稗
例

(
武
英
殿
原
本
)

一
五
巻

晋
社
預

清
嘉
慶
五
年
刊
(
滞
葉
山
房
)

春
秋
左
停
補
註

清
葱
棟
撰

吉
田
敏
成
校

六
巻

〔
天
保
八
年
〕
刊
〔
明
治
〕
印
(
東
京

寓
笈
関
)

左
惇
章
句
文
字

伊
藤
鳳
山
(
馨
)
撰

中
野
昭
校

五
巻

木
活

首
ニ
「
予
開
之
於
三
輪
田
高
一
房
先
生
伊
藤
氏
称
大
三
郎
下
惟
於
四
谷
為
人
謹
巌
講
義
析
疑
総
事
不
苛
抗
日
一
一
町
民
!
暫
ト

嘉
永
四
年
四
月
序
刊
(
伊
藤
氏
事
半
棲
蔵
板
)

年

大唐
大

大唐
大

大大

五 四人
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5
左
上

ロ
左
下

3
左
下

3
左
下

日
左
上

左
氏
春
秋
内
外
惇
札
記

(
題
築
)
附
史
記
伯
夷
惇
札
記
根
本
〔
羽
山
獄
〕
(
通
明
)

明
治
二
八
年
五
月
写
(
河
口
聖
輿
)
内
容
「
春
秋
左
氏
惇
(
左
惇
説

本
通
明
)
」
「
園
語
〔
説
〕
」

左
惇
説
末
ニ
「
乙
未
五
月
五
日
起
筆
九
日
終
業
/
就
河
西
鴨
江
原
本
臨
寓
」
、
園
語
説
末
ニ
「
乙
未
五
月
一
日
起
筆
四
日
卒
業

/
於
麹
街
第
八
坊
栖
岸
院
東
房
河
口
聖
輿
/
即
友
人
山
梨
河
西
鴨
江
原
本
市
臨
寓
」
ト

春
秋
名
競
蹄
一
園

二
巻
附
春
秋
年
表
五
代
鳴
纏
先
(
年
)
閥
名

事
和
一
年
刊
(
官
板
)
〔
後
印
〕
(
江
戸

経
解
本

孝
経
註
疏

刊九
巻

唐
〔
玄
宗
〕
注

宋
那
且
内
疏

覆
明
高
暦
一
四
年
刊
北
監
本

孝
経
刊
誤

宋
〔
朱
〕
菓

〔
江
戸
後
期
〕
刊

孝
経
考

唐
玄
宗
注

安
政
三
年
二
月
写

宋
司
馬
光
指
解

曾
津
〔
正
志
藤
〕
(
安
)
考

清
〔
納
蘭
〕
成
徳
校

出
雲
寺
高
次
郎
)
覆
清
通
志
堂

明
韓
世
能
等
奉
勅
重
校

大

キ艮

大大

-469-

大半



日
左
上

日
左
上

日
右
中

資
孝
一
依
工
し
己

目
d
d
J
O
ホ
ふ
↑
ニ
一
一
口

河
口
聖
輿

明
治
三
二
年
一
月
写
(
自
筆
)

己
亥
一
月
十
九
日
卒
業

〔
跡
株
五
経
〕

(
五
経
改
賭
)
(
朱
票
集
注
本
・
察
沈
集
惇
本
)
有
詩
経
ニ
巻
書
経
二
巻

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
大
阪

秋
田
屋
太
右
衛
門
等
諸
問
二
一
躍
)

聖
典
主
日

入
本

御
纂
七
経

(
題
築
)
御
纂
周
易
折
中
二
二
巻
首
一
巻
欽
定
書
経
惇
説
葉
纂
一
一
一
巻
首

二
巻
井
書
序
・
欽
定
詩
経
惇
説
葉
纂
一
二
巻
首
ニ
巻
詩
序
二
巻
欽
定
春
秋

惇
説
葉
纂
三
八
巻
首
二
巻
欽
定
周
官
義
疏
四
八
巻
首
一
巻
欽
定
義
薩
義
統

四
八
巻
首
二
巻
欽
定
鵡
記
義
疏
八
二
巻
首
一
巻

清
光
緒
二

O
年
二
月
刊
(
上
海

上
海
書
局
)

石
印
影
清
同
治
六
年

O
月
l
九
年
四
月
漸
江
巡
撫
墓
刻
本

大大唐
中

A 
口

四



叩
右
上

ロ
右
下

2
左
上

日
左
中

宋
本
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記

経
俸
調
伴
詞

有
竹
石
軒
経
句
読

九
経
談

(
題
議
)
周
易
兼
義
九
巻
附
周
易
音
義
・
附
稗
音
尚
書
注
疏
二

O
巻
附
稗
音

毛
詩
注
統
二

O
巻
附
稽
音
周
櫨
注
疏
四
二
巻
儀
櫨
蹴
五

O
巻
附
帯
音
櫨
記

注
疏
六
三
巻
附
帯
音
春
秋
左
惇
注
疏
六
O
巻
監
本
附
音
春
秋
穀
梁
注
疏
二

O
巻
監
本
附
音
春
秋
公
羊
注
疏
二
八
巻
論
語
注
疏
解
経
二

O
巻
孝
経
注
疏

九
巻
孟
子
注
疏
解
経
一
四
巻
爾
雅
疏
一

O
巻
附
十
三
経
注
疏
校
勘
記
識
語

四
巻

(
附
)
注
文
蓋

清
院
元
編

清
光
緒
一
三
年
刊
(
脈
望
仙
館
)

石
印

清
王
引
之
撰
東
様
方
庵
(
桔
)
黙

天
保
一
二
年
刊
〔
明
治
〕
修
(
東
京

方
庵
東
傑
詰
撰
」

一O
巻

須
原
屋
茂
兵
衛
等
三
都
五
臨
時
)

序
「
東
京

呉
志
忠
校

清
嘉
慶
二

O
年
三
月
序
刊
(
呉
氏
有
竹
石
軒
)

七
巻

清
呉
英
撰

大
田
錦
城
(
元
貞
)

一O
巻

文
化
一
年
刊
(
江
戸

書
入
詳
密

多
稼
軒
戴
版
〈
江
戸

慶
元
堂
和
泉
屋
庄
次
郎
〉
)

明
治
車
閑
之
春
京
都
川
原
林
愛
之
助
寄
示
此
書
遂
抄
寓
一
本
以
備
他
日
之
遺
忘
/
河
口
禎
太
識
於
京
都
新
烏
丸
錦
砂
町
之
寓

唐
中

大唐
大

大

五

-471-
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叩
右
下

4
右
中

l
左
下

日
右
中

2
右
下

4
右
中

大
凶
学
解

大
凶
学

弘一附一語

〔説〕

表
紙
ニ
「
辛
丑
コ
一
月
五
日

〔
集
鮮
〕

論
語
集
解
義
疏

弘一附一語

弘一剛一語

〔
集
註
〕

〔
集
注
〕

〔
荻
生
但
稼
〕
(
物
茂
卿
)

写(
外
題
)
河
口
禎
太
編
ヵ

明
治
三
四
年
三
月
写
(
河
口
禎
太
)

河
口
禎
太
/
手
抄
」
、
末
ニ
「
三
月
四
日
午
後
十
二
時
了
」
ト

(
縮
臨
古
本
論
語
集
解
)

一O
巻

説
何
回
安

天
保
八
年
六
月
政
刊
(
津
藩

有
造
館
蔵
板
)

縮
臨
摸
有
造
館
寓
本

一
O
巻

根
〔
本
武
夷
〕
(
遜
志
)
校

元
治
一
年
逓
修
〔
明
治
〕
印

貌
何
回
安
集
解

梁
皇
侃
義
疏

〔
寛
政
五
年
〕
刊

同
七
年
三
月
増
修

(
東
京

文
淵
堂
浅
倉
麗
久
兵
衛
)

覆
寛
延
三
年
一
月
序
刊
本

一O
巻

宋
朱
喜
…

刊

単
辺
有
界
一

O
行
一
八
字

五
巻

宋
朱
喜
…

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

高
馨
草
堂
罫
紙
使
用

大大仮大大大仮大仮

Ý.~)! 
il¥λ 
、、~

五

-472-
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日
左
下

l
右
下

4
右
中

右
中

ロ
右
中

日
左
下

論
語
古
義

一O
巻

伊
藤
〔
仁
粛
〕
(
維
禎
)

正
徳
二
年
九
月
序
刊
〔
後
印
〕
(
京

査
文
舘
・
文
曾
堂
)

論
語
集
説

六
巻

安
井
息
軒
(
衡
)

明
治
五
年
九
月
刊

同
七
年
七
月
序
増
修
ヵ
(
東
京

京

稲
田
佐
兵
衛
〉
)

弘一剛一語

〔説〕

存
巻
六
ー
一

O

河
口
聖
輿
編
ヵ

(
六
・
七
)
明
治
三
三
年
二
一
月
写
(
河
口
聖
典
)

巻
六
末
ニ
「
品
川
三
年
十
二
月
六
日
夜
九
時
/
五
十
二
分
」
、
巻
七
末
ニ
「
十
二
月
十
九
日
夜
十
時
四
十
五
分
」
ト

論
語
鮮
義

雲
木
生

写

末
ニ
「
二
月
十
六
日
新
聞
紙
中
日
本
華
除
先
生
華
塵
日
論
語
華
鮮
一
巻
題
唐
韓
愈
撰
此
却
偽
書
云
云
:
:
:
」
ト

孟
子

(
越
註
孟
子
)

一
四
巻

漢
越
岐
注

明
金
幡
校

浅
倉
屋
久
兵
衛
)
書
捧

〔
延
享
四
年
五
月
〕
刊
〔
明
治
〕
印
(
江
戸

「
東
都
」
ト
ア
ル
モ
明
治
刷
ナ
ラ
ム

孟
子
古
義

七
巻

伊
藤
仁
藤
(
維
禎
)

享
保
五
年
刊
(
〔
京
〕

古
義
堂
戴
板
〈
京

玉
樹
堂
〉
)

東
涯
説
書
入

嘆
哩
舎
戴
版
〈
東

大大大仮半包大大

背

四--'-ー・
/、四綴
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右
中

日
右
下

2
右
下

2
右
下

5
右
下

2
左
上

孟
子
梁
恵
王

〔説〕

(
外
題
)
河
口
禎
太
編
ヵ

明
治
三
四
年
一
月
写
(
河
口
禎
太
)

表
紙
ニ
「
辛
丑
一
月
六
日

語
孟
字
義

倭
板
四
書

又版松小

四
重主
巨ヨ

集
註

四
書
館
伴
地

河
口
禎
太
/
手
抄
」
ト

二
巻

伊
藤
〔
仁
粛
〕
(
維
槙
)

賓
永
二
年
冬
至
刊
〔
修
〕
(
〔
京
〕

(
版
心
)
存
大
撃
或
間
・
中
庸
或
問

刊存
中
庸
集
嬰
二
巻

(
題
築
)
存
論
語
一

O
巻
孟
子
七
巻

明
治
二
二
年
九
月
刊
(
高
崎

八
年
刊
本

林
景
箔
)

宋
朱
嘉
撰

{
木
朱
喜
…

高
橋
常
戴
・
東
京

山
崎
〔
間
粛
〕
(
嘉
)
黙

小
林
新
造
)
覆
天
保

清
乾
隆
五
二
年
四
月
刊
(
南
城

井
績
・
又
績
・
三
績
(
第
三
丁
以
下
存
)
附
孟
子
生
卒
年
月
考

清
開
若
環

覆
清
康
照
三
七

年
九
月
・
三
九
年
八
月
序
刊
本

呉
氏
聴
雨
藤
裁
板
)

大仮大大大半唐
大

綴

-474-

四四



2
右
下

3
右
中

6
左
上

右
中

2
右
下

四
書
章
句
集
注
附
孜

四
巻

清
呉
志
忠

文
化
二
年
刊
(
官
板
)

覆
清
嘉
慶
一
六
年
九
月
序
刊
本

四
書
纂
要

五
巻
(
大
皐
二
巻
中
庸
三
巻
)
首
一
巻

安
政
五
年
刊
(
芳
洲
軒
戴
版
)

金
〔
子
霜
山
〕
(
漕
民
)

四
書
揮
言

巻
五
l

一
一
一
論
詩
人
巻

〔
河
口
〕
聖
輿
編
ヵ

明
治
二
七
年
九
月
l

一
一
一
月
写
(
〔
河
口
〕
聖
輿
)

(
五
)
甲
午
秋
九
月
六
日
夜
終
業
(
六
)
甲
午
秋
九
月
十
三
日
終
業
(
七
)
甲
午
秋
十
月
六
日
朝
終
業
(
八
)
甲
午
秋
十
月
十
七

日
夜
終
業
(
九
)
甲
午
十
一
月
四
日
午
前
一
時
卒
業
(
一

O
)
甲
午
十
二
月
十
五
日
夜
卒
業
是
日
烈
風
捲
雪
寒
殊
甚
/
於
東
京
麹

町
匿
平
河
町
之
寓
華
陰
山
人
聖
輿
識
(
一
こ
甲
午
十
二
月
念
六
日
夜
十
一
時
卒
業
(
一
二
)
甲
午
十
二
月
三
十
一
日
夜
二
時
卒

業
爾
雅
註
疏

二

巻

菅
郭
瑛
注

宋
那
且
内
疏

明
周
麿
買
等
奉
勅
重
校

刊
〔
後
印
〕
(
大
阪

年
刊
北
監
本

河
内
屋
喜
兵
衛
等
四
都
一
一
一
躍
)

覆
明
寓
暦
二
一

輪
軒
使
者
絶
代
語
稗
別
園
方
言〔

寛
文
九
年
〕
刊

一
三
巻

漢
楊
雄
撰

覆
明
刊
本

晋
郭
瑛
注

明
程
築
校

大大大大大

五}¥ 
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2
左
下

ー
左
下

5
左
中

日
右
下

3
右
下

6
右
下

巳
H
1
H
リ
田
平

-Z4

3
変
革
f.2

(
劉
照
韓
名
)
存
巻
一
一
丁
八
漢
劉
照
撰
明
畢
殺
欽
校

明
暦
二
年
九
月
刊
〔
後
印
〕
(
京
上
村
次
郎
右
衛
門
)
覆
明
刊
本

説
文
解
字

(
説
文
解
字
異
本
)
一
五
巻

文
政
九
年
刊
(
〔
官
板
〕
)

漢
許
積
撰
宋
徐
弦
等
奉
勅
校

覆
明
毛
菅
従
宋
本
校
刊
本

説
文
新
附
孜

六
巻
説
文
績
孜
一
巻
段
氏
説
文
注
訂
八
巻

清
同
治
五
l
七
年
夏
修
(
碧
螺
山
館
)

(
注
)
道
光
四
年
冬
至
月
序

説
文
段
注
訂
補

胡
矯
貯
木
編

清
光
緒
一
四
年
一
二
月
序
刊
(
編
者
)

一
四
巻

清
王
紹
蘭
撰

説
文
通
検

一
四
巻
首
・
末
各
一
巻
清
繋
永
椿
編

清
光
緒
九
年
二
月
刊
(
霊
平
玉
山
一
局
蔵
板
)

干
禄
字
書

唐
顔
元
孫

文
化
一
四
年
刊
(
官
板
)

顔
真
卿
書
摸
刻
本

覆
宋
暗
祐
五
年
一
一
一
月
蹴
唐
大
層
九
年
一
月

清
紐
樹
玉

嘉
慶
三
年
一

O
月
銭
大
附
序

大大唐
大

唐
大

唐
小

大

。四J¥ 
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日
左
上

叩
右
中

5
右
上

日
右
上

日
左
上

五
経
文
字

康
照
字
典

史
記
評
林

(
鈎
墓
石
本
五
経
文
字
)
三
巻

〔
天
保
〕
刊
(
佐
倉

成
徳
書
院
)

(
増
築
本
)

唐
張
参
撰

松
崎
〔
憐
堂
〕
(
明
復
)
校

一
一
一
集
排
似
・
検
字
・
字
母
切
韻
要
法
・
等
韻
井
補
遺
・
備

印清
光
緒清
二凌
O 紹
年実
六等
月奉
刊勅
(編
上
海

考

。

久
敬
粛
戴
板
〈
上
海

貼
石
粛
〉
)
石

(
轍
粧
史
記
評
林
)
(
標
注
本
)
一
一
一
一

O
巻
補
史
記
一
巻
首
一
巻

隆
編
李
光
緒
補

明
和
七
年
三
月
刊
(
京

年
八
月
序
刊
本

世
裕
堂
)

太
史
公
助
字
法

漢
書
評
林

明
凌
稚

覆
寛
文
一
三
年
二
月
覆
明
高
暦
五

(
史
記
助
字
法
)
二
巻
〔
皆
川
〕
洪
園
編
令
木
龍
・
岡
彦
良
校

審
暦
一

O
年
三
月
刊
(
大
坂
柳
原
喜
兵
衛
)

(
標
注
本
)
一

O
O巻
首
目
一
巻

明
暦
四
年
一
月
肢
刊
〔
後
印
〕
(
京

序
刊
本

現
林
エn 凌

案穫
警暴

桃
林
軒
玄
朴
賠

覆
明
寓
暦
一
一
年
春

特
大

唐
中

大中大

二
五

五
O

--'--
/、
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日
左
下

3
左
上

l
右
下

日
左
下

3
右
下

後
漢
書

帝
紀
一

O
巻
〔
補
〕
志
三

O
巻
列
惇
八

O
巻

注
(
志
)
宋
司
馬
彪
撰

〔
江
戸
初
〕
刊
〔
後
印
〕

宋
活
嘩
撰

唐
〔
李
〕
賢

梁
劉
昭
注

一
冗
張
東
・
王
楚
受
等
校

覆
古
活
翻
元
大
徳
九
年
一
一
月
寧
園
路
儒
撃
刊

本

前
者
ト
合
印
ナ
ラ
ム
、
同
体
裁

通
志
略

(
封
面
)
五
二
巻
首
日
一
巻

宋
鄭
樵
撰

明
陳
宗
要
校

〔
清
〕
刊
(
金
匿
山
房
戴
板
)

乾
睦
一
三
年
二
月
子
敏
中
序

白
河
文
庫

(
桑
名
文
庫
)
旧
蔵

増
註
箇
語

宋
宋
庫
補
音

家
田
大
峰
(
虎
)
増
注

二
一
巻

呉
章
昭
解

享
和
一
年
九
月
刊
(
家
田
氏
環
堵
室
裁
板
〈
京

角
田
多
助
法
軸
〉
)

戦
園
策
高
注
補
正

九
巻

開
松
臆
(
惰
齢
)

寛
政
一

O
年
春
刊
(
姫
路
撃
堂
蔵
板
〈
江
戸

「
松
平
氏
/
戴
書
印
」
押
捺
サ
ル

申
根
堂
須
原
屋
市
兵
衛
〉
)

鄭
中
記

菅
陸
棚

-
d
S唱
-
E
E
E
E
d

!
l
 

b
H
H

干・

覆
清
乾
隆
四
二
年
九
月
政
武
英
殿
緊
珍
版

大唐
大

大特
大

!書:
中

六
OJ¥ 
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ロ
左
上

1
左
下

日
右
下

3
右
下

l
左
下

5
左
下

閥
里
誌

孔
子
編
年

妻
子
春
秋

欽
定
四
庫
全
書
簡
明
目
録

書
目
答
問

孔
子
家
語 。

谷
〔
一
粛
〕
(
松
)
貼

寛
文
九
年
二
一
月
政
刊
賓
永
六
年
一
月
印
(
大
坂

絵
入
覆
明
寓
暦
三
七
年
三
月
序
刊
本

一
二
巻

明
孔
貞
叢
編

河
内
屋
喜
兵
衛
)

四
巻
孟
子
編
年
四
巻
附
憧
庵
先
生
事
署

清
光
緒
一
三
年
刊
(
漸
江
書
局
)

清
秋
子
奇
(
附
)
族
叔
折

四
巻
旧
題
斉
曇
嬰
撰

元
文
一
年
九
月
刊
(
京

明
黄
之
案
校

植
村
藤
三
郎
等
三
捧
)

二
O
巻
首
目
一
巻

清
乾
隆
四
九
年
三
月
序
刊

清
紀
向
等
奉
勅
編

清
張
之
洞

清
光
緒
一
二
年
五
月
刊
(
上
海

輩
英
館
)

石
印

一O
巻
附
汲
古
閣
板
孔
子
家
語
抜
競
王
粛
注
太
宰
春
蓋
(
純
)
増
注

寛
保
二
年
一
月
刊
(
江
戸
嵩
山
房
須
原
屋
小
林
新
兵
衛
)

大唐
大

大唐
中

唐
大

大

_，_ 
ノ、五

-479-

五



1
右
下

2
右
下

3
左
下

叩
右
下

日
左
中

萄
子

〔
菱
緯
〕

萄
子
補
遺

太
極
圏
説

訂
啓
一
先
生
太
極
園
説
講
議

太
極
闘
述

唐
楊
保
注
清
謝
〔
塘
〕
築
稗
朝
川
善
庵
(
鼎
)
校

文
政
二
ニ
年
三
月
蹴
刊
(
平
戸
維
新
館
戴
板
〈
江
戸
北
林
堂
西
宮
嬬

覆
清
嘉
善
謝
氏
戴
版
本

二
O
巻

兵
衛
〉
)

猪
飼
〔
敬
所
〕
(
彦
博
)

文
政
三
年
九
月
刊
(
京

葛
西
市
郎
兵
衛
)

(
一
一
一
醐
太
極
闘
一
説
)
宋
周
惇
顕
(
説
)
朱
喜
…
撰

書

熊
谷
了
庵
(
立
関
)
首

刊
本

冗
禄
二
二
年
三
月
刊
(
江
戸

須
原
茂
兵
衛
)

覆
〔
延
賓
六
年
三
月
〕

二
巻

安
永
五
年
四
月
写

久
米
訂
粛
(
延
享
二
年
一
月
望
|
三
年
四
月
一
八
日
)
講

朱
印
「
鈴
木
家
裁
」

二
巻

写

室
英
賀
(
直
清
)

大大大大大

}¥ 

-480-



日
左
中

ー
右
上

5
右
下

4
右
下

2
右
下

日
左
上

周
子
全
書

(
周
張
二
子
書
)
七
巻
張
子
全
書
一
五
巻

宋
周
惇
願
(
張
)
張
載
撰

朱
票
注

明
徐
必
達
校

〔
安
井
〕
真
一
肺
結

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛
)

覆
明
高
層
三
四
年
四

延
賓
三
年
一
月
刊
(
京

月
序
刊
本

二
程
全
書

六
八
巻
(
巻
四
了
l
四
五
原
欠
)
首
目
一
巻

〔
江
戸
前
期
〕
刊

宋
朱
官
官
編

明
徐
必
達
校

覆
明
高
暦
三
四
年
三
月
序
刊
本

近
思
録

〔
集
解
〕

(
蝿
近
思
録
)
一
四
巻
宋
葉
釆
撰

延
賓
六
年
二
月
刊
〔
後
印
〕
(
京

宇
〔
都
宮
遮
庵
〕
(
由
的
)
首
書

出
雲
寺
和
泉
抜
)

近
思
績
録

一
四
巻
近
思
別
録
一
四
巻
宋
察
模
編

寛
文
八
年
八
月
刊
(
京
小
松
太
郎
平
)

ハ
ク
ロ
ク
ト
ウ
シ
ヨ
ヰ
ン
カ
ツ
シ

白
鹿
洞
書
院
掲
示

(
白
鹿
洞
書
院
掲
示
講
義
)
山
崎
闇
粛
(
嘉
)
集
注

浅
見
網
藤
講

天
明
七
年
一
一
月
刊
(
大
阪

崇
高
堂
泉
本
八
兵
衛
)

護
朱
随
筆

(
正
誼
堂
叢
書
本
)
四
巻

清
康
照
四
七
年
五
月
序
刊

清
陸
臨
其
撰

張
伯
行
校

嘉
慶
一
一
一
年
冬
政
印
(
鴛
湖
書
院
)

大大大大大唐
大

。--<.... 
/'¥ 
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日
左
上

日
右
下

2
左
下

右
中

日
左
下

2
左
上

謹
朱
筆
記

四
巻

〔
海
保
〕
漁
村
(
源
一
冗
惰
)

写

本
奥
書
「
丙
辰
歳
無
射
之
月
於
博
一
一
経
慮
潟
畢
時
余
十
有
七
」

仁
説
問
答

山
崎
〔
間
藤
〕
(
嘉
)
編

寛
文
八
年
五
月
序
刊
(
〔
京
〕

事
詩
文
堂
)

錦
城
先
生
仁
説
三
書

(
序
)
(
仁
説
三
書
)
沫
澗
仁
説
・
一
貫
明
義
井
附
録
三
候
・
仁
説
要
義
井

附
録
大
田
錦
城
(
元
貞
)

文
政
四
年
六
月
蹴
刊
(
多
稼
軒
戴
版
〈
江
戸

門
〉
)

玉
轍
堂
和
泉
屋
金
右
衛

北
渓
先
生
性
理
字
義

(
輔
性
理
字
義
)
二
巻
宋
陳
淳
撰
〔
熊
谷
嘉
薦
〕
(
嘉
椴
散
人
)
首
書

寛
文
一

O
年
三
月
刊
(
〔
京
〕
中
野
小
左
衛
門
)

的
問
子
蔀
通
諮
問

前
編
三
巻
後
編
三
巻
績
編
三
巻
終
編
三
巻
明
陳
建
撰

安
政
四
年
刊
(
官
版
)
覆
清
康
配
…
一
七
年
五
月
序
刊
本

清
顧
天
挺
校

述
的
問
子

内
篇
三
巻
外
篇
一
巻
補
遺
一
巻
別
録
一
巻
附
録
一
巻
井
校
勘
記

清
同
治
八
年
八
月
蹴
刊
(
揚
州
書
局
)

清
在
中

半大大大大唐
大

-482-
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3
左
下

4
右
下

日
右
中

叩
右
下

日
左
中

l
左
下

退
渓
先
生
自
省
録

朝
鮮
李
混
撰
鵜
〔
飼
〕
石
粛
(
信
之
)
結

高
治
一
年
二
月
署
刊
寛
文
五
年
三
月
印
(
京

明
朝
鮮
高
暦
二
二
年
冬
羅
州
牧
開
刊
本

覆

村
上
平
築
寺
)

孫
子
護
微

(
孫
呉
護
微
)
三
巻
篠
崎
陵
孤
(
司
直
)

弘
化
三
年
九
月
序
刊
(
献
芹
杜
)
木
活

孫
子
副
詮

(
孫
呉
副
詮
)
井
呉
子
副
詮
佐
藤
一
粛
(
坦
)

天
保
二
二
年
長
夏
月
〈
序
〉
刊
(
江
戸
名
山
閤
和
泉
屋
吉
兵
衛
)

韓
非
子
識
誤

三
巻
清
顧
贋
折
撰

弘
化
二
年
二
月
刊

片
山
〔
述
堂
〕
(
格
)
・
朝
川
〔
同
粛
〕
(
震
)
校

覆
清
嘉
慶
二
四
年
一
月
践
刊
本

護
韓
非
子

二
O
巻
〔
荻
生
但
徳
〕
(
茂
卿
)

写

上

下

切

裁

韓
子
解
詰

(
韓
非
子
解
詰
〔
全
書
〕
)
一
二
巻
首
末
各
一
巻
津
田
〔
梧
岡
〕
(
鳳
卿
)

文
化
一
四
年
刊
〔
修
〕
嘉
永
二
年
印
(
金
津
松
浦
善
助
他
江
戸
・
大
阪

八
臨
時
〈
津
田
氏
半
千
塾
戴
板
〉
)

大大大大大大

。
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日
左
上

ロ
左
下

2
左
下

2
右
中

ロ
左
上

ロ
右
中

五
経
算
術

二
巻

清
乾
隆
三
九
年
一

O
月
序
刊
(
武
英
殿
)

緊
珍
版

墨
子

周
甑
鷲
撰

唐
李
淳
風
注

清
王
一
帽
清
・
項
家
達
校

一
五
巻
目
一
巻
合
一
六
巻

清
畢
一
抗
注

(
経
訓
堂
本
墨
子
)

天
保
六
年
二
月
刊
(
江
戸

序
霊
巌
山
館
刊
本

鬼
谷
子

松
本
氏
蔵
板
)

覆
清
乾
隆
四
八
年
一
二
月

二
巻

皆
川
〔
洪
間
〕
(
慰
)
校

安
永
三
年
六
月
序
刊
〔
文
化
一

O
年
〕
修
〔
明
治
〕
印
(
大
阪

青
木
嵩

山
堂
)

呂
氏
春
秋

二
六
巻

刊

准
南
子

〔
案
理
)

二
一
巻

唐
予
知
章
注

漢
高
誘
注

明
宋
邦
父
・
徐
盆
孫
校

覆
明
刊
本

世
保
」
ロ
同
議
問
九
庄

権
谷
〔
林
山
〕
(
啓
戴
)
黙

清
荘
逮
古
筆
稗

序
刊
本

明
治
一
八
年
五
月
刊
(
東
京
報
告
堂
)

封
面
「
逮
」
ト
切
貼
ニ
テ
訂
正

鉛
印
翻
清
乾
隆
五
三
年
三
月

的
学
林

一O
巻

清
乾
隆
四
七
年
五
月
序
刊
(
武
英
殿
)

緊
珍
版

宋
王
観
闘

唐
大

大大大半唐
大

五五
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3
左
中

日
右
下

ロ
左
下

日
右
中

2
右
上

叩
右
中

空
同
子
集

六
八
巻
(
巻
一
二
O
i
三
三
欠
)
線
目
三
巻

之
恒
編
校

明
高
暦
三

O
年
一

O
月
序
刊
(
玉
堂
戴
板
)

阪
徐
叢
考

四
三
巻
清
越
翼

清
乾
隆
五
六
年
四
月
序
刊
(
湛
胎
堂
裁
板
)

水
曹
清
暇
録

一
六
巻
清
王
啓
淑

文
久
二
年
刊
(
官
版
)

覆
清
乾
隆
五
七
年
序
刊
本

山
海
経

一
八
巻

〔
清
末
〕
刊

菅
郭
瑛
注

子
史
精
華

一
六
O
巻
清
允
様
等
奉
勅
編

清
光
緒
二
二
年
秋
刊
(
湛
海
書
局
)

石
印

韻
府
一
隅

一
六
巻
(
巻
四
迄
欠
)
清
顔
怒
功

明
治
一
一
年
六
月
刊
(
東
京

山
中
市
兵
衛
) 明

李
夢
陽
撰

撃
習
舘
旧
蔵

銅
版

部
雲
替
・
潜

唐
大

唐
大

大唐
大

唐
中

特

一五五
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2
左
上

日
左
中

日
左
中

3
左
中

3
右
中

3
左
中

初
向
学
検
韻
袖
珍

(
初
撃
検
韻
)
二
巻

海
産
計
一
則

弘
化
三
年
八
月
序
刊

老
子
道
徳
経

二
篇
古
今
本
孜
正
井
附
録

享
保
一
七
年
八
月
刊
(
江
戸

老
子
属
湾
口
義

1oL.. .....--... 

蓄電訂
頭正

亙f
-t;経
ι」、、_./

駿 一
刊蚕

堂
田
中
治
兵
衛
)

老
子
道
徳
経
孜
異

清
銭
大
附
壁
定

銚
文
登
編

挑
照
章
校

温
故
堂
文
庫
旧
蔵

貌
王
弼
注

岡
田
(
阜
谷
〕
(
権
兵
衛
)
黙

麗
橘
堂
野
田
太
兵
衛
)

宋
林
希
逸
撰

徳
倉
日
日
堅
首
書

賓
永
六
年
五
月
〔
修
〕
〔
明
治
〕
印
(
京
都

(
唐
太
史
令
博
突
校
定
本
)
二
巻
清
皐
玩

清
乾
隆
四
六
年
一

O
月
序
刊
(
霊
巌
山
館
)

沖
虚
至
徳
巽
経

(
張
注
列
子
)
八
巻

寛
政
三
年
六
月
刊
(
京

世
徳
堂
刊
本

荘
子
南
草
異
経

亙主主
臼

パ、零
;11 ~、
U 広
三9'~一-

EZ服

門 22
警高
扉き

アじ

喬

票占

貫
名文

求

覆
延
享
四
年
覆
明

(
郭
注
荘
子
)
一

O
巻
晋
郭
象
注

元
文
四
年
五
月
刊
(
後
印
〕
(
京

服
〔
部
〕
南
郭
(
元
喬
)
校

玉
枝
軒
植
村
藤
右
衛
門
)

本

標
注
書
入

中大大唐
大

大大

。
-486-
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右
中

2
右
下

5
左
下

日
右
中

日
左
下

荘
子
膚
粛
口
義

(
顎
荘
子
)
一

O
巻
附
新
添
荘
子
十
論

頭
書

〔
寛
文
三
年
〕
刊

宋
林
希
逸
(
附
)
李
士
表
撰

同
五
年
七
月
〔
修
〕
(
〔
京
〕

風
月
庄
左
衛
門
)

古
註
参
同
契
分
程

〔
清
初
〕
刊

。

楚
辞

〔
集
註
〕

(
註
解
楚
辞
全
集
)
八
巻
後
語
六
巻
嬬
証
二
巻
宋
朱
喜
…

慶
安
四
年
三
月
印
享
保
九
年
三
月
修
(
〔
京
〕
文
霊
屋
次
郎
兵
衛
・
八

尾
平
兵
衛
)

楚
辞
燈

四
巻
附
楚
懐
裏
二
王
在
位
事
蹟
考
・
屈
原
惇
史
記
清
林
雲
銘
撰
林
一
侃
校

寛
政
一

O
年
三
月
刊
〔
後
印
〕
(
大
坂
池
内
八
兵
衛
〈
戴
版
〉
)
覆

清
康
照
三
六
年
一
月
序
刊
本

陶
靖
節
集

一
O
巻
首
一
巻

晋
陶
潜
撰

菊
池
耕
斉
(
東
勾
)
結

賓
暦
二
年
五
月
逓
修
(
京

徳
造
書
院
旧
蔵

明
暦
二
年
一
月
駿
刊

覆
明
天
啓
二
年
漸
江
楊
氏
重
刊
本

橘
枝
堂
野
田
東
八
) 某

大唐
大

大半半

。七
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5
左
上

4
右
下

日
右
中

3
左
中

日
左
上

3
右
上

須
渓
先
生
批
貼
孟
浩
然
集

宋
〔
劉
辰
翁
〕
批

(
音
安
克
鼎
校
刊
本
)
二
一
巻
唐
孟
浩
然
撰

明
治
二
五
年
写
(
河
口
聖
輿
)
書
写
践
一
了
ア
リ

買
浪
仙
長
江
集

(
買
島
長
江
集
)
一

O
巻

正
徳
五
年
一
月
刊
(
京

唐
買
島

柳
枝
軒
茨
木
多
左
衛
門
)

岸
本
由
一
旦
流
旧
蔵

杜
詩
偶
評

四

巻

清

沈

徳

潜

編

溝

承

松

校

享
和
三
年
刊
(
官
板
)
嘉
永
五
年
一
月
印
(
江
戸

覆
清
乾
隆
二
一
年
八
月
序
刊
本

出
雲
寺
蔦
次
郎
)

孟
東
野
詩
集

一
O
巻
唐
孟
郊
撰
宋
園
材
・
劉
〔
辰
翁
〕
評

〔
明
末
〕
刊
(
呉
興
波
撲
初
)
朱
墨
套
印

李
長
士
口
歌
詩

〔
豆
一
某
解
〕

四
巻
外
集
井
補
遺
一
巻
首
一
巻
唐
李
賀
撰
清
王
晴
解

清
光
緒
四
年
一

O
月
刊
(
宏
達
堂
)
宏
達
堂
叢
書
之
中

新
刊
五
百
家
註
音
訴
昌
禁
先
生
文
集

〔ム思〕
清
乾
隆
四
九
年
一

O
月
序
刊
(
観
棲
氏
)

部
紋
銀
武
両
/
太
史
竹
紙
毎
部
査
問
陸
銭
」

(
遵
依
宋
本
)
四

O
巻
首
百
一
巻
(
巻
四

O
末
欠
)

唐
韓

封
面
ニ
朱
印
「
連
史
白
紙
毎

半大大唐
大

唐
大

唐
大

四 四
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5
右
下

6
左
下

ロ
左
上

ー
左
上

日
右
中

日
左
上

3
右
下

昌

剰

余

先

生

詩

増

注

証

説

二
巻
清
黄
銭
撰
顧
嗣
立
補

清
成
豊
七
年
刊
(
四
明
飽
氏
)

李
文

(
李
文
公
集
)
一
八
巻
井
附
後
唐
李
朝

文
政
二
年
刊
(
官
板
)
覆
明
嘉
靖
二
年
三
月
序
刊
本

李
孫
文
集

四
巻
(
巻
三
以
下
欠
)
唐
李
朝
撰

〔
明
治
〕
刊
(
東
京
正
楽
堂
)

清
儲
欣
編

土
居
光
草
賭

唐
皮
日
休
文
薮

(
皮
子
文
薮
)
一

O
巻

享
和
二
年
刊
(
官
板
)

唐
皮
日
休
撰
明
許
自
昌
校

覆
明
寓
暦
三
六
年
冬
序
刊
本

伊
川
撃
壌
集

存
巻
一
ー
1
五

宋

部

薙

〔
南
北
朝
〕
刊
〔
修
〕
五
山
版

覆
宋
元
祐
六
年
六
月
序
刊
本

宋

儒

文

粛

公

黄

勉

薪

先

生

文

集

(

黄

勉

粛

先

生

文

集

全

書

)

四

O
巻
首
一
巻

・
黄
若
金
編

清
康
照
五

O
年
三
月
蹴
刊
(
編
者
)

宋
黄
斡
撰

清
黄
銭

拙
軒
集

清六
千リ 巻

金
王
寂

覆
清
乾
隆
四
二
年
九
月
政
武
英
殿
緊
珍
版

唐
大

大半大大唐
大

唐
中

。 四四
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右
中

日
右
下

日
右
下

4
右
下

左
中

曝
帯
一
一
日
亭
集

見
田

八

O
巻
附
録
一
巻
首
目
一
巻
笛
漁
小
葉
一

O
巻

清
朱
捧
尊

〔
清
〕
刊

説
定
夫
先
生
集

清
詐
酢

清
同
治
六
年
刊
(
和
州
官
舎
)

六
巻
首
末
各
一
巻

増
註
唐
賢
三
健
詩
法

元
韓
圏
至
注

貞
享
二
年
一
一
月
刊
(
頑
照
軒
)

三
巻

宋
周
弼
編

金
詩
選

蓑
腐
増
注

永
古
堂
校

四
巻

陶
玉
禾
評

舘
〔
柳
湾
〕
(
機
)
校

高
笈
堂
英
平
土
口
等
四
捧
)

覆
清
乾
隆
一
六

清
顧
杢
光
編

文
化
四
年
八
月
刊
(
江
戸

年
六
月
序
刊
本

文
選

梁
〔
粛
統
〕
撰

唐
李
善
注

六
O
巻

清
乾
隆
三
七
年
二
月
序
刊
(
長
洲

見
返
ニ
「
再
治
」
ト
ア
リ

清
葉
樹
藩
校

葉
氏
海
銀
軒
戴
板
)

(
笛
)
朱

何
悼
評
黙

朱
墨
套
印

唐
大

唐
大

大大窟
大

J¥ 一ムハ 四
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ロ
右
下

2
右
上

2
左
中

日
左
下

日
左
中

李
善
註
文
選

(
文
選
讃
本
)
(
標
注
本
)
六
O
巻
存
二

O
巻
(
以
下
未
刊
)
唐
李
善
撰

秦
〔
槍
浪
〕
(
鼎
)
讃
本
秦
〔
松
洲
〕
(
世
害
時
)
校
村
瀬
〔
石
庵
〕
(
誇
輔
)

重
校

〔
文
政
一
年
〕
刊
〔
後
印
〕
(
名
古
屋

康
照
四
O
年
秋
何
悼
題
序
本

東
壁
堂
永
築
屋
東
四
郎
)
底
本
清

古
詩
源

一
四
巻
清
沈
徳
潜
編
井
評

〔
清
〕
刊
(
薬
照
山
館
蔵
板
)

康
照
三
八
年
五
月
原
序

古
文
辞
類
纂

七
四
巻
績
古
文
辞
類
纂
三
四
巻
清
挑
鼎
(
績
)
王
先
謙
編

清
光
緒
一
八
年
六
月
暑
刊
(
埼
葉
山
房
)

朱
記
築
校

補
註
文
章
凱
範
校
本

校七
巻

宋
謝
坊
得
編

海
保
漁
郁
(
元
備
)
補
注

島
田
重
郁
(
重
櫨
)

明
治
一

O
年
一

O
月
刊
(
東
京

高
青
堂
別
所
平
七
)

韓
昌
察
詩
抄

(
韓
積
詩
抄
)
四
巻
東
坂
詩
紗
三
巻

陰
(
機
)
校

嘉
永
七
年
刊
(
江
戸

三
郎
)

頼
山
陽
(
裏
)
編
井
評

後
藤
松

千
鍾
房
須
原
屋
茂
兵
衛
・
大
坂

墨
香
居
藤
屋
馬

大唐
半

唐
大

大半

。一六 四
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4
右
中

日
左
上

右
中

2
左
下

4
右
中

5
右
下

詩
口
口口

梁
鐘
牒
撰

清
朱
攻
校

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

築
府
古
題
要
鮮

唐
呉
競

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

古
詩
平
灰
論

清
王
〔
士
禎
〕
撰

翁
方
綱
編
校

森
塊
南
(
大

附
漁
洋
詩
間
十
三
候

来
)
重
校

明
治
二
四
年
四
月
写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

辛
卯
四
月
十
五
日
於
山
鹿
沼

説
詩
昨
語

二
巻

清
沈
徳
潜
撰

貫
名
〔
海
屋
〕
(
萄
)
貼

錦
草
堂
木
村
土
口
右
衛
門
)

文
政
一
三
年
一
月
刊
(
京

二
十
四
詩
品

井
詩
式
・
白
石
道
人
詩
説

居
司
空
間
(
式
)
釈
絞
然
(
白
)
宋
萎
礎
撰

清
朱
淡
校

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

船
三
家
詩
話

(
題
築
)
談
義
録
・
枕
間
指
鈴
(
槍
浪
詩
話
欠
)
附
但
棟
先
生
書

頑
卿
(
杭
)
王
世
惣
撰
石
川
大
凡
(
之
清
)
校

享
保
一
一
年
五
月
刊
(
江
戸
嵩
山
一
時
須
原
屋
新
兵
衛
)

明
徐

大仮大イ反大仮大大仮大

「バo，，)t 綴綴
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右
中

日
左
上

日
左
上

7
左
上

別日
右
中

整
調
譜

譜
裏
表
紙
「
明
治
二
十
三
年
冬
十
月
/

整
調
譜

整
調
譜
拾
遺。

通
志
堂
経
解

漢
貌
叢
書

〔
崇
文
書
局
葉
刻
書
〕

井
拾
遺

清
越
執
信
(
拾
)
程
翠

明
治
二
三
年
一

O
月
写
(
河
口
聖
輿
)

草
陰
桂
客
河
聖
輿
識
」

塞
海
珠
塵
巻
四
・
二
四

於
東
台
山
上
東
京
圏
書
舘
寓
/

(
塞
海
珠
塵
第
四
巻
)
前
・
後
・
績
譜

清
越
執
信
編

呉
省
蘭
輯

茂
校

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

(
塞
海
珠
塵
第
二
四
巻
)
清
程
翠
編

呉
省
蘭
輯

許
耕
校

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

細
目
省
略

清
康
配
…
一
九
年
序
刊
(
通
志
堂
)

清
納
蘭
成
語
編
校

細
目
省
略
・
第
五
七
冊
草
陽
園
志
上
冊
欠

明
何
允
中
編

〔
明
末
〕
刊

存
巻
別
記

清
光
緒
三
年
三
月
刊
(
湖
北

崇
文
書
局
)

飽
勲

大仮半半唐
大
五
二
一

唐
大

五
九 綴
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周
易
挑
氏
的
問
予

一
六
巻
首
一
巻
清
挑
配
中

唐
大

向
主
回
大
惇

四
巻
附
考
異
井
補
遺
・
績
補
遺
漢
鄭
元
(
附
)
清
虚
丈
招

唐
大

周岳一一日

〔
校
稗
〕

(
逸
周
書
校
稗
)
一

O
巻
周
書
逸
文
一
巻
合
一
一
巻
清
朱
右
曾

唐
大

左
惇
奮
疏
考
正

八
巻
清
劉
文
洪

唐
大

儀
櫨
古
今
文
疏

一
七
巻
清
胡
承
咲

唐
大

刈
謬
正
俗

八
巻
唐
顔
師
古

唐
大

御
覧
関
史

(
闘
史
)
二
巻
唐
参
妻
子

唐
大

古
列
女
偉

八
巻
(
巻
八
績
列
女
惇
)
漢
劉
向
撰
明
黄
魯
曾
賛

唐
大

水
経
注

四
O
巻
首
一
巻
後
貌
都
道
元

唐
大

老
町
民
子
庵
筆
記

一
O
巻
宋
陸
〔
瀞
〕

唐
大

准
南
天
文
訓
補
注

二
巻
漢
許
慢
・
高
誘
注
清
銭
塘
補

唐
大

ーJ.-

/、四四
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4
左
上

5
左
中

5
左
上

離
騒

〔
集
停
〕

清
銭
呆
之

離
騒
草
木
疏

四
巻

宋
呉
仁
傑

離
騒
筆

二
巻

清
襲
景
端

西
河
合
集

(
毛
西
河
先
生
全
集
)
細
目
省
略
(
有
欠
丁
)
清
毛
奇
齢

清
嘉
慶
一
年
三
月
序
刊
(
粛
山
城
東
書
院
蔵
板
)

蛮
雲
閣
叢
書

(
序
)
清
凌
曙

清
嘉
慶
二
ニ
年
l
道
光
六
年
刊

同
二
九
年
四
月
序
印
(
蛮
雲
閣
戴
版
)

。

隠
居
放
言

三
巻
附
栗
粛
服
部
先
生
墓
誌
・
栗
粛
先
生
年
譜

(
墓
)
頼
〔
杏
坪
〕
(
惟
柔
)

明
治
二
八
年
三
月
ー
四
月
写
(
河
口
聖
輿
)

河
口
聖
奥

服
部
栗
粛
(
保
命
)

明
治
武
拾
八
年
三
月
二
十
五
日
起
筆
/
四
月
十
三
日
卒
業

唐
大

唐
大

唐
大

唐
大
一

0
0

唐
大

大

-495-



ロ
右
下

右
中

日
右
上

日
右
下

2
右
下

2
左
下

杭
苑
日
渉

〔
雑
抄
〕

一
二
巻
村
瀬
〔
拷
亭
〕
(
源
之
鼎
)
撰
石
川
〔
竹
屋
〕
(
之
装
)
校

〔
文
化
四
年
一
二
月
〕
刊
文
政
二
年
九
月
〈
按
〉
修

「
一
時
四
耕
一
一
凱
削
」

巻
一
一
一
尾
題
下

〔
河
口
聖
輿
〕
抄
録

明
治
二
八
年
四
月
写
(
自
筆
)

文
文
山
正
気
歌
末
一
二
乙
未
四
月
二
十
二
百
録
に
取
詔
一
抑
制
綿
一
如
友
」

し
ん
や
く
ぜ
ん
し
ょ

新
約
全
書

ま
た
い
で
ん
ふ
く
い
ん
し
ょ

馬
太
惇
福
音
書

磨
光
韻
鏡

小
策
増
字
和
玉
篇
網
目

増
績
大
農
益
金
目
玉
篇
大
全

(
新
約
聖
書
馬
太
惇
)
翻
謬
委
員
社
中

明
治
一

O
年
刊
(
横
漬

米
圏
聖
書
曾
社
)

井
韻
鏡
索
隠
・
翻
切
門
法

延
享
一
年
八
月
刊
(
京

蒋
無
相
文
雄

虞
照
堂
金
屋
一
二
良
兵
衛
)

書
入
詳
密

門
法
ヲ
巻
下
ト
ス

ン
ク
ハ
ク
ベ
ン
ギ
シ
ウ

三
巻
附
字
書
一
排
義
集

苗
村
丈
伯

賓
永
六
年
一
月
印
(
大
坂

大
富
三
良
助
)

冗
藤
六
年
二
月
序
刊

毛
利
貞
粛
(
曹
之
丞
)

天
保
五
年
刊
〔
後
印
〕
(
大
坂

一
O
巻
首
自
一
巻

秋
田
屋
太
右
ヱ
門
等
三
都
六
時
滞
)

索
隠

覆
刻

大大仮半大大半

綴
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日
左
中

叩
右
下

3
左
下

3
左
下

日
左
中

日
左
中

3
右
下

童
子
問

三
巻

伊
藤
〔
仁
粛
〕
(
維
禎
)

賓
永
四
年
九
月
蹴
刊
(
〔
京
〕

林
景
沼
)

古
撃
指
要

二
巻

伊
藤
〔
東
涯
〕
(
長
胤
)

享
保
四
年
刊
(
憧
憶
粛
蔵
板
〈
京

玉
樹
堂
〉
)

鼎
銀
経
皐
文
衡

(
経
皐
文
衡
)
三
巻
伊
藤
〔
東
涯
〕
(
長
胤
)

事
保
一
九
年
五
月
刊
(
京
套
文
館
瀬
尾
源
兵
衛
)

右
経
学
文
衡
三
巻
合
一
冊
/
得
之
於
御
成
道
書
躍
償
金
拾
/
五
銭
/
明
治
十
四
年
一
月
十
日
/
碧
海
内
藤
駈
史 内

藤
恥
受
旧
蔵

慎
思
録

六
巻

貝
原
〔
盆
軒
〕
(
篤
信
)

写

版
本
ノ
写
シ
ナ
ラ
ム

刻字
道

〔
荻
生
但
保
〕
(
物
茂
卿
)

享
保
二
年
七
月
〈
践
〉
刊

刻字
名

二
巻
〔
荻
生
祖
棟
〕
(
物
茂
卿
)

松
本
新
六
)
前
者
ト
合
印
ヵ
、
同
体
裁

刊
(
江
戸

訓
誇
示
蒙

五
巻
〔
荻
生
祖
徐
〕
(
物
茂
卿
)

明
和
三
年
七
月
刊
覆
元
文
三
年
五
月
刊
訓
語
筆
蹄

大大大大大大半

之』
ロ

A 
口 _._ 

/、
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日
左
下

日
左
上

2
左
下

3
右
下

3
右
下

山
右
上

詩
家
推
戴

二
巻

釈
大
典
竺
常

寛
政
一
一
年
三
月
刊
(
京

銭
屋
惣
四
郎
等
四
捧
)

葛
原
詩
話

後
篇
四
巻

〔
釈
六
如
〕

巻
一
尾
欠

文
政
一
年
一

O
月
(
京

菱
屋
孫
兵

写
(
〔
河
口
聖
輿
〕
)

衛
)
刊
本

虚
字
解

皆
川
〔
筆
園
〕
(
允
)
等
校

天
明
三
年
一
月
序
刊
(
京
菱
屋
孫
兵
衛
)

二
巻

皆
川
漠
国
撰

績
虚
字
解

皆
川
〔
室
園
〕
(
允
)
校

寛
政
四
年
九
月
刊
(
有
斐
粛
蔵
版
〈
京

巻

皆
川
洪
閏
撰

浅
井
庄
右
衛
門
等
五
捧
〉
)

賓
字
解

皆
川
漠
閤
撰

寛
政
三
年
三
月
序
刊
〔
後
印
〕
(
大
坂

皆
川
〔
筆
園
〕
(
允
)
等
校

三
巻
賓
字
鮮
二
篇
三
巻

印
(
大
阪

河
内
屋
翼
七
)
(
二
)
刊
〔
明
治
〕

岡
島
虞
七
等
諸
圏
一
四
臨
時
)
士
二
奥
附
活
版

助
語
審
象

三
巻

三
宅
橘
圏
講

三
上
惇
等
録

文
化
一
四
年
一
一
月
刊
(
京

五
車
棲
菱
屋
孫
兵
衛
等
四
都
六
鰭
八
橘
園

蔵
板
〉
)

半大仮中中半中

四綴
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日
左
上

日
左
上

2
右
上

2
右
中

5
右
下

2
右
下

高
馨
草
堂
叢
書

遊
蘇
日
記

河
口
希
顔
粛
(
鵠
)
撰

明
治
一
二
年
五
月
序
写
(
自
筆
)

同

古
賀
龍
巷
評

(
高
馨
帥
堂
文
集
・
文
稿
)
草
陰
文
集
三
巻

古
賀
龍
巷
等
評

河
口
草
陰
(
存
誠
)
撰

明
治
一
九
年
三
月
|
五
月
序
写
(
巻
一
二
)
同
二

O
年
四
月
写
(
自
筆
)

凡
例
(
明
治
一
九
年
五
月
)
ニ
「
予
今
年
四
月
改
稿
名
鵠
字
子
求
」

巻
一
甲
申
(
明
治
一
七
年
)
巻
二
乙
酉
(
一
八
)
巻
三
丙
成
(
一
九
)

超
然
棲
詩
存

前
後
編
木
村
揮
堂
(
得
善
)

昭
和
六
年
四
月
刊
(
京
都

南
畝
詩
紗

(
婚
後
五
十
年
記
念
)
附
布
荊
集

昭
和
一
七
年
一
一
月
刊
(
東
京

度
考

(
度
量
衡
考
)
井
量
考
・
衡
考

(
衡
)
〔
荻
生
北
渓
〕
(
物
観
)

享
保
一
九
年
一
月
刊
(
江
戸

靖
献
遺
言
講
義

〔
浅
見
山
網
粛
(
安
正
)

寛
延
一
年
九
月
刊
〔
後
印
〕
(
京

二
巻

著
者
)

石
印
影
自
筆
本

作
田
南
畝
(
利
雅
)

松
尾
信
明
)
鉛
印

〔
荻
生
但
徳
〕
(
物
茂
卿
)
撰

平
嘩
校

松
曾
三
四
郎
・
中
村
新
七
等
八
時
評
)

丁
子
屋
庄
兵
衛
)

半半大
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番
外

日
右
下

2
右
上

日
右
下

3
左
下

3
左
下

和
漢
二
十
四
孝
圃
説

械
的
曾
史
抄
本

市
女
子
修
身

市
一
賓
践
女
子
修
身

贈
太
口
用
語

oか
な

o手
紙
文

主
田
知
鞄

馬
場
春
吉
編

昭
和
一
六
年
八
月
刊
(
東
京

山
東
文
化
研
究
曾
)

二
巻
附
三
史
抄
大
槻
如
電
(
修
)
編

明
治
三
三
年
一
月
刊
(
三
版
大
阪

明
治
三

O
年
一

O
月
初
版

破
瑠
版

大
槻
茂
雄
校

三
木
書
一
房
三
木
佐
助
)

塚
原
政
次

昭
和
一
二
年
七
月
刊
(
訂
正
五
版
東
京

入
昭
和
四
年
一

O
月
初
版
教
科
書
用
見
本

五
巻

川
村
理
助

昭
和
一
二
年
九
月
刊
(
改
訂
三
版

。
年
三
月
初
版
教
科
書
用
見
本

五
巻

東
京

江
連
方
陽
書

昭
和
一
七
年
五
月
刊
(
東
京

光
雲
堂
)

江
連
方
陽
書

昭
和
一
七
年
五
月
刊
(
東
京

第

輯

光
雲
堂
)

弘
道
館
)

培
風
館
)

平
版

平
版

鉛
印

八
口
円
ド

企
wr
，トト

I扶
入

鉛
印

彩
色
園

昭
和

菊
倍

半半半折
「
打
川
1

E
寸
イ
j

五五
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あ

カf

き

と

小
平
市
の
図
書
館
協
議
会
委
員
椎
葉
倣
子
氏
か
ら
、
日
本
文
華
学
園
河

口
文
庫
の
こ
と
を
伺
っ
た
の
は
平
成
十
一
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
田

無
の
日
本
文
華
学
園
は
新
校
舎
を
建
築
中
で
、
そ
の
た
め
図
書
館
資
料
も

見
直
し
を
す
る
。
と
り
わ
け
現
在
の
中
学
・
高
校
生
に
当
面
必
要
の
な
い

旧
刊
本
類
は
、
最
先
に
そ
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
創
立
者
河
口
ア
イ
の
夫

で
あ
る
河
口
禎
太
と
そ
の
長
男
で
学
校
法
人
日
本
文
華
学
園
理
事
長
や
文

華
女
子
中
学
・
高
等
学
校
の
校
長
を
勤
め
た
由
次
の
愛
蔵
書
な
の
で
、
価

値
の
あ
る
も
の
か
ど
う
か
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
小

平
の
花
小
金
井
に
お
住
ま
い
の
日
本
文
華
学
園
司
書
堀
内
康
子
氏
を
通
し
、

旧
知
の
椎
葉
さ
ん
の
許
に
き
た
話
で
あ
っ
た
。

次
の
図
書
館
協
議
会
の
折
、
お
二
人
で
ざ
っ
と
と
ら
れ
た
と
い
う
書
名

ノ
ー
ト
を
拝
見
す
る
と
、
こ
う
し
た
蔵
書
に
多
い
江
戸
の
和
刻
本
が
殆
ど

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
一
度
現
物
を
見
て
お
こ
う
と
、
年
末

の
一
日
椎
葉
さ
ん
と
打
合
せ
、
田
無
の
日
本
文
華
学
園
に
伺
っ
た
。
図
書

館
内
に
十
六
の
検
鈍
函
が
置
か
れ
、
蓋
を
と
っ
て
小
口
を
見
る
と
以
外
に

も
唐
本
が
多
い
。
通
志
堂
経
解
等
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
揃
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
分
ら
な
い
。
禎
太
は
京
城
の
漢
城
新
報
社
の
主
筆
を
勤
め
、

由
次
は
上
海
の
同
文
書
院
を
卒
業
し
、
現
地
で
書
物
を
購
入
し
て
い
る
。

こ
れ
は
明
版
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
直
観
が
あ
り
、
整
理
し
な
が

ら
目
録
を
著
録
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
。

翌
る
十
二
年
の
一
、
二
月
、
断
続
的
に
何
度
か
通
っ
て
整
理
し
な
が
ら

目
録
を
著
録
し
て
い
っ
た
。
先
ず
学
園
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
の
は
禎
太

の
若
き
日
の
勉
励
の
跡
の
残
る
識
語
奥
書
を
持
つ
自
筆
稿
本
類
・
手
写
本

類
の
沢
山
に
潰
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
目
録
中
に
成
可
く
は
識
語
を

記
載
し
た
が
、
大
部
の
蹴
文
等
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
識
語
か

ら
は
病
身
の
禎
太
が
夜
寒
に
火
の
消
え
た
中
で
徹
宵
し
て
写
し
た
こ
と
や
、

途
中
で
郷
里
(
?
)
で
の
愛
児
の
死
を
知
り
一
端
途
絶
え
な
が
ら
も
又
書

写
を
再
開
し
た
経
緯
の
分
る
も
の
な
ど
あ
り
、
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
。
或

い
は
こ
う
し
た
刻
苦
勉
励
が
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

禎
太
の
履
歴
は
飴
り
分
ら
な
い
。
嫡
孫
の
日
本
文
華
学
園
河
口
事
務
長

に
お
尋
ね
し
簡
単
な
履
歴
を
頂
戴
し
た
が
、
生
年
月
日
が
な
い
。
「
華
陰

文
集
」
の
目
次
の
後
に
、
「
明
治
十
九
年
歳
在
丙
戊
春
三
月
念
四
/
於
熊

本
中
学
第
四
番
生
徒
寮
/
子
求
氏
識
」
と
あ
る
所
か
ら
判
断
す
る
よ
り
な

い
。
丁
度
そ
の
十
年
後
廿
九
年
一
月
か
ら
京
城
の
漢
城
新
報
社
で
主
筆
を

務
め
、
舟
三
年
三
月
か
ら
秋
田
大
館
中
学
校
の
教
頭
、
叶
五
年
に
は
京
都
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府
立
第
一
中
学
校
の
漢
文
教
員
、
次
い
で
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
に
勤
務

し
た
よ
う
で
あ
る
(
或
い
は
兼
務
か
)
が
、
翌
る
品
川
六
年
七
月
十
日
に
没

し
て
い
る
。
こ
れ
も
文
集
に
徴
す
る
に
、
本
貫
は
肥
後
玉
名
で
あ
ろ
う
。

息
男
由
次
は
李
風
と
号
し
、
明
治
叶
コ
一
年
二
月
大
館
に
生
誕
。
昭
和
廿

六
年
四
月
か
ら
四
十
一
年
十
一
月
三
日
の
没
日
迄
日
本
文
華
学
閣
の
理
事

長
学
園
長
(
品
川
四
年
十
月
か
ら
は
中
学
・
高
等
学
校
長
を
兼
ぬ
)
で
あ
っ

た。
本
蔵
書
中
に
は
、
漢
籍
で
は
明
末
呉
興
の
関
斉
の
・
凌
蒙
初
等
の
朱
墨

套
印
本
が
清
版
を
含
め
て
三
点
、
広
漠
貌
叢
書
を
初
め
と
す
る
明
版
や
、

清
の
康
照
の
刊
本
で
は
あ
る
が
通
志
堂
経
解
の
大
揃
い
、
武
英
殿
緊
珍
版

の
零
本
等
稀
観
と
云
っ
て
よ
い
も
の
が
存
す
る
。
他
に
和
刻
の
官
板
を
多

く
揃
え
て
い
る
。
国
書
で
は
中
村
悌
粛
の
自
筆
稿
本
と
思
わ
れ
る
一
書
が

あ
る
。
し
か
し
何
と
云
っ
て
も
白
岩
は
五
山
版
の
伊
川
撃
壌
集
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
従
来
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

形
態
を
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、

後
補
香
色
表
紙
(
二
四
・
一
×
一
五
・

O
糎
)
に
直
に
「
撃
壌
集

L一一

と
書
さ
る
。
「
撃
壌
集
伊
川
翁
白
楽
之
詩
也
」
に
始
ま
り
、
「
時
有
宋
治
平

丙
午
中
秋
日
也
」
に
終
る
「
伊
川
撃
壌
集
序
」
三
丁
に
次
い
で
、
一
花
祐
六

年
辛
未
夏
六
月
甲
子
十
有
/
三
日
原
武
部
恕
序
「
康
節
先
生
伊
川
撃
壌
集

後
序
」
通
五
了
。
「
伊
川
撃
壌
集
巻
之

(
i
五
)
/
伊

JII 

百日

薙

尭
夫
(
署
名
巻
二
以
下
な
し
ご
と
大
題
さ
る
。
小
黒
口
双
黒
魚
尾

(
但
し
第
二
四
i

割
さ
れ
上
魚
尾
下
に
「
壌
上
」
、
下
魚
尾
下
に
丁
付
。
左
右
双
辺
(
一
八
・

三
五
×
二
了

O
糎
)

一
O
行
一
二
字
注
文
小
字
双
行
、
白
文
。
但
し
第

一
一
二
・
一
六
・
一
七
・
二

O
i
二
三
丁
単
辺
か
。
ま
た
第
一
二
丁
表
、
四

四
丁
表
も
単
辺
の
如
く
に
見
え
る
。
第
六
了
は
殆
ど
界
線
が
な
い
。
巻
一
l951

九
丁
、
巻
二
以
下
通
二
一
丁
、
巻
三
同
三
二
丁
、
巻
四
同
四
三
丁
、
巻
五

同
五
二
了
。
尾
題
「
伊
川
撃
壌
集
巻
之

(
ー
五
)
」
。
巻
四
は
後
に
述
べ

る
如
く
末
丁
第
四
二
が
外
半
分
欠
損
し
て
お
り
、
尾
題
部
分
が
な
い
。

本
書
は
宋
版
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
元
か
ら
明
前
期
に
か
け
て

の
数
版
が
存
す
る
。
本
版
は
原
と
な
っ
た
宋
版
か
ら
考
え
る
と
、
全
二

O

巻
並
集
外
詩
一
巻
の
う
ち
首
五
巻
の
零
本
で
あ
る
が
、
完
存
す
る
の
か
、

未
完
な
の
か
も
分
ら
な
い
。
た
だ
外
題
に
「
一
」
と
あ
る
所
を
見
る
と
、

以
下
の
冊
も
あ
っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
字
体
や
版
式
・
版
心
題
な
ど
か

ら
見
て
、
明
迄
は
下
ら
ぬ
宋
版
(
或
い
は
一
元
版
)
の
覆
刻
本
か
と
思
わ
れ

る。
面
白
い
の
は
冊
子
本
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
第
七
丁
裏
・
一
六
丁
表
・

二
九
了
表
裏
・
四
二
丁
表
裏
・
四
四
丁
表
・
四
五
了
表
に
縦
に
切
継
い
だ
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料
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
子
本
や
折
本
に
顕
著
な

法
で
、
紙
を
貼
り
継
い
で
伸
ば
し
て
ゆ
き
、
そ
の
上
で
所
謂
巻
摺
り
を
行

な
う
。
書
物
の
形
態
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
頃
と
て
、
冊
子
本
の
一
枚
刷
の

料
紙
に
も
当
時
普
通
で
あ
っ
た
こ
の
方
式
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
は
版
木
形
成
に
も
及
び
、
例
え
ば
正
平
版
論
語
は
原
刻

本
は
巻
摺
用
の
版
木
(
巻
子
本
用
の
版
木
)
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

覆
刻
本
は
全
て
冊
子
本
用
の
版
木
形
成
が
為
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
形
態
の
過
渡
期
の
例
と
し
て
、
宋
元
版
に
多
い
醐
蝶
装
本
を
底
本

と
し
た
覆
刻
の
袋
綴
の
冊
子
本
に
は
、
「
春
秋
経
伝
集
解
」
等
の
よ
う
に

時
と
し
て
版
心
部
が
微
妙
に
ず
れ
た
も
の
が
存
す
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
底

本
が
醐
蝶
装
或
い
は
そ
の
改
装
で
、
版
心
部
が
痛
ん
で
お
り
、
巧
く
覆
刻

で
き
な
か
っ
た
の
を
糊
塗
し
て
の
作
業
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
書
は
料
紙
の
継
目
の
糊
が
は
が
れ
、
第
四
二
丁
表
裏
の
外
半
分
が
欠

損
し
て
い
る
。
ま
た
継
目
の
糊
が
は
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
刷
印
の
裏
面
が

見
え
、
当
時
の
摺
り
技
法
が
窺
え
る
所
が
あ
る
。
現
体
の
継
じ
を
外
し
裏

面
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
な
ど
し
に
く
い
稀
親
書
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
こ

と
は
却
っ
て
一
種
の
こ
ぼ
れ
幸
と
云
え
よ
う
。

本
蔵
書
の
う
ち
、
通
志
堂
経
解
を
始
め
何
点
か
の
明
清
版
は
朝
鮮
表
紙

で
改
装
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
或
い
は
漢
域
新
報
社
時
代
の
購
入
又
は
由

縁
あ
る
品
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

本
稿
の
成
る
に
当
り
、
御
縁
を
頂
い
た
堀
内
康
子
・
椎
葉
倣
子
お
二
方

を
始
め
、
種
々
御
配
慮
下
さ
っ
た
日
本
文
華
学
園
事
務
室
・
加
藤
種
子
理

事
長
に
あ
っ
く
御
礼
申
上
げ
る
。
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